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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年６月期中間期 631 － △42 － △51 － △60 －

2021年６月期中間期 － － － － － － － －

（注）包括利益 2022年６月期中間期 △57百万円（－％） 2021年６月期 －百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2022年６月期中間期 △86.57 －

2021年６月期中間期 － －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円　銭

2022年６月期中間期 4,594 252 5.5 360.78

2021年６月期 4,549 315 6.9 451.33

（参考）自己資本 2022年６月期中間期 252百万円 2021年６月期 315百万円

年間配当金

中間期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭

2020年６月期 0.00 0.00 0.00

2021年６月期 0.00

2022年６月期（予想） － －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,593 17.4 110 85.5 76 109.0 72 △1.7 103.06

１．2022年６月期中間期の連結業績（2021年７月１日～2021年12月31日）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
２．2022年６月期中間期より中間連結財務諸表を作成しているため、2021年６月期中間期の数値及び対前年同中

間期増減率については記載しておりません。
３．当社は、2021年11月15日付で普通株式１株につき350株の割合で株式分割を行っておりますが、2021年６月

期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

（注）当社は、2021年11月15日付で普通株式１株につき350株の割合で株式分割を行っておりますが、2021年６月期の
期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産を算定しております。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年６月期の連結業績予想（2021年７月１日～2022年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年６月期中間期 700,000株 2021年６月期 700,000株

②  期末自己株式数 2022年６月期中間期 －株 2021年６月期 －株

③  期中平均株式数（中間期） 2022年６月期中間期 700,000株 2021年６月期中間期 700,000株

 ※ 注記事項

（１）当中間連結会計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2021年11月15日付で普通株式１株につき350株の割合で株式分割を行っておりますが、2021年６月
期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数（自己株式を含む）及び期中平均株式数
（中間期）を算出しております。

※  中間決算短信は公認会計士又は監査法人の中間監査の対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる場合があります。
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１．当中間決算に関する定性的情報

　当中間連結会計期間は中間連結財務諸表の作成初年度であるため、前中間連結会計期間との比較は記載しておりま

せん。

（１）経営成績に関する説明

　当中間連結会計期間における我が国経済は、新型コロナウイルスのワクチン接種の普及により経済活動は徐々に

再開され、企業収益や設備投資は持ち直しの動きが見られたものの、新たな変異株の拡大懸念や資源価格高騰の影

響など、景気の先行きについては依然として不透明な状況が続いております。

　当社グループが属する不動産業界におきましては、住宅ローンの低金利環境を背景としたコロナ禍でのマイホー

ム購買意欲に支えられ、堅調な市場環境を維持しました。一方、コロナ禍による働き方と住まいへの意識変革に起

因した木材需要の高まりが拡大し、ウッドショックといった原材料の高騰が続いております。

　このような環境の中、当社グループは主力事業である「売買再販事業」「賃貸管理事業」「リフォーム事業」の

収益性の向上に努めるとともに、事業活動の拡大を図ってまいりましたが、９月から11月といった不動産仲介業で

の多忙期において、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う緊急事態宣言の発令やまん延防止等重点措置の適用に

より、売上高は軟調に推移し、また、上期における販売費及び一般管理費の増加も重なり、当中間連結会計期間の

利益を圧迫し、損失を計上いたしました。

　以上の結果、当中間連結会計期間における売上高は631,306千円、営業損失は42,363千円、経常損失は51,490千

円、親会社株主に帰属する中間純損失は60,600千円となりました。

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。

＜売買再販事業＞

　売買再販事業におきましては、不動産売買仲介業、自社不動産売買業ともに、緊急事態宣言による外出自粛の影

響を受け、来店者数が軟調に推移しましたが、不動産買取キャンペーン等の実施によって契約成立の向上に努めて

まいりました。また、販売用不動産の取得について厳選した物件を積極的に購入し、将来の売上高の獲得に向けた

販売物件の確保に努めてまいりました。

　これらの結果、売買再販事業における当中間連結会計期間の売上高は185,194千円、セグメント利益は34,982千

円となりました。

＜賃貸管理事業＞

　賃貸管理事業におきましては、まず、不動産賃貸仲介業が売買再販事業同様、緊急事態宣言による外出自粛の影

響を受け、来店者数が軟調に推移しましたが、新たに広告の反響対応から契約成立まで一貫してオンラインで行え

る部署を立ち上げ、下期に向けた体制作りに努めてまいりました。次に、不動産賃貸管理業につきましては、環境

整備や入居率を高めることにより、顧客満足度の向上を図り、新たな管理戸数の獲得に努めてまいりました。最後

に、自社不動産賃貸業につきましては、不動産賃貸管理業と同様に入居率の向上と収益性の高い賃貸運用に努めて

まいりました。

　これらの結果、賃貸管理事業における当中間連結会計期間の売上高は302,367千円、セグメント利益は62,305千

円となりました。

＜リフォーム事業＞

　リフォーム事業におきましては、新しい生活様式に対応できる住宅ニーズの変化に応え、堅調な受注推移となり

ました。また、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を利用した情報発信を強化することで、当社

グループのリフォーム情報の発信等、積極的な展開に努めてまいりました。

　これらの結果、リフォーム事業における当中間連結会計期間の売上高は138,805千円、セグメント利益は18,436

千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

 ① 資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間の財政状態につきましては、次のとおりです。

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて17,208千円減少し、1,121,583千円となりました。

　これは主として、売掛金が3,792千円、販売用不動産が79,183千円増加した一方、現金及び預金が104,519千円減

少したことによります。
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　固定資産は、前連結会計年度末に比べて61,748千円増加し、3,472,904千円となりました。

　これは主として、建設仮勘定が119,856千円、投資有価証券が3,996千円増加した一方、減価償却費の計上等によ

り建物及び構築物が45,681千円減少したことによります。

　以上の結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べて44,540千円増加し、4,594,488千円となりました。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて180,171千円増加し、1,062,796千円となりました。

　これは主として、短期借入金が208,300千円、預り金が25,644千円増加した一方、未払消費税等が43,354千円減

少したことによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて72,243千円減少し、3,279,146千円となりました。

　これは主として、長期借入金が66,070千円、社債が10,000千円減少したことによります。

　以上の結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて107,927千円増加し、4,341,943千円となりました。

（純資産）

　純資産は、前連結会計年度末に比べて63,387千円減少し、252,544千円となりました。

　これは主として、親会社株主に帰属する中間純損失60,600千円を計上したことによります。

 ② キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べて

105,119千円減少し804,341千円となりました。各キャッシュ・フローの状況と主な要因は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は105,103千円となりました。

　これは主として、減価償却費の計上49,057千円に加え、賞与引当金の増加額2,850千円等により資金が増加した

一方、税金等調整前中間純損失の計上51,585千円に加え、販売用不動産の増加額79,183千円、未払消費税等の減少

額43,354千円等により資金が減少したことによります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は120,990千円となりました。

　これは主として、有形固定資産の売却による収入490千円により資金が増加した一方、有形固定資産の取得によ

る支出120,562千円等により資金が減少したことによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は120,973千円となりました。

　これは主として、短期借入金の純増加額208,300千円により資金が増加した一方、長期借入金の返済による支出

74,913千円、社債の償還による支出10,000千円等により資金が減少したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　今後の見通しにつきましては、当中間連結会計期間におきまして損失の計上に至りましたが、２月から４月とい

った不動産仲介業での多忙期において、営業活動の強化及び下期に向けた販売用不動産の売却計画によって、売上

高の増加及び利益貢献を想定し、事業計画の達成を目指しております。

　なお、2022年１月20日に公表しました当社グループの通期の業績予想は、売上高1,593百万円、営業利益110百万

円、経常利益76百万円、親会社株主に帰属する当期純利益72百万円であります。今後、変更が生じる場合は、速や

かに開示いたします。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2021年６月30日）

当中間連結会計期間
（2021年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 965,076 860,557

売掛金 23,828 27,620

販売用不動産 117,474 196,658

未成工事支出金 1,239 980

原材料及び貯蔵品 534 1,165

その他 30,791 34,802

貸倒引当金 △153 △201

流動資産合計 1,138,791 1,121,583

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,962,708 1,917,027

土地 1,149,283 1,149,283

建設仮勘定 123,340 243,197

リース資産（純額） 8,005 6,030

その他 26,740 22,843

有形固定資産合計 3,270,078 3,338,382

無形固定資産

リース資産 2,035 1,665

のれん 8,889 8,333

その他 15,707 13,977

無形固定資産合計 26,631 23,975

投資その他の資産

投資有価証券 47,454 51,450

繰延税金資産 8,324 5,575

その他 58,699 53,552

貸倒引当金 △32 △31

投資その他の資産合計 114,445 110,546

固定資産合計 3,411,155 3,472,904

資産合計 4,549,947 4,594,488

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2021年６月30日）

当中間連結会計期間
（2021年12月31日）

負債の部

流動負債

買掛金 40,159 32,570

短期借入金 354,700 563,000

１年内償還予定の社債 20,000 20,000

１年内返済予定の長期借入金 145,273 136,429

リース債務 4,886 4,767

預り金 146,038 171,683

未払消費税等 46,010 2,656

未払法人税等 1,134 691

賞与引当金 1,325 4,175

その他 123,097 126,822

流動負債合計 882,625 1,062,796

固定負債

社債 160,000 150,000

長期借入金 3,177,499 3,111,429

リース債務 5,881 3,587

繰延税金負債 － 6,929

その他 8,009 7,200

固定負債合計 3,351,390 3,279,146

負債合計 4,234,015 4,341,943

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

利益剰余金 205,220 139,223

株主資本合計 305,220 239,223

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,711 13,320

その他の包括利益累計額合計 10,711 13,320

純資産合計 315,931 252,544

負債純資産合計 4,549,947 4,594,488
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（単位：千円）

当中間連結会計期間
（自　2021年７月１日

至　2021年12月31日）

売上高 631,306

売上原価 265,493

売上総利益 365,812

販売費及び一般管理費 408,175

営業損失（△） △42,363

営業外収益

受取利息 5

助成金収入 5,064

補助金収入 2,100

受取保険金 1,313

その他 1,050

営業外収益合計 9,533

営業外費用

支払利息 18,241

その他 418

営業外費用合計 18,659

経常損失（△） △51,490

特別損失

固定資産除却損 95

特別損失合計 95

税金等調整前中間純損失（△） △51,585

法人税、住民税及び事業税 693

法人税等調整額 8,321

法人税等合計 9,014

中間純損失（△） △60,600

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △60,600

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

① 中間連結損益計算書
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（単位：千円）

当中間連結会計期間
（自　2021年７月１日

至　2021年12月31日）

中間純損失（△） △60,600

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,608

その他の包括利益合計 2,608

中間包括利益 △57,991

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △57,991

② 中間連結包括利益計算書
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（単位：千円）

当中間連結会計期間
（自　2021年７月１日

至　2021年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △51,585

減価償却費 49,057

のれん償却費 555

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,850

貸倒引当金の増減額（△は減少） 47

受取利息 △5

支払利息 18,241

助成金収入 △5,064

補助金収入 △2,100

受取保険金 △1,313

固定資産除却損 95

売上債権の増減額（△は増加） △3,792

販売用不動産の増減額（△は増加） △79,183

仕入債務の増減額（△は減少） △7,588

未払消費税等の増減額（△は減少） △43,354

その他 28,783

小計 △94,357

利息の受取額 5

利息の支払額 △18,800

助成金の受取額 5,064

補助金の受取額 2,100

保険金の受取額 1,313

法人税等の還付額による収入 706

法人税等の支払額 △1,134

営業活動によるキャッシュ・フロー △105,103

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △600

有形固定資産の売却による収入 490

有形固定資産の取得による支出 △120,562

その他 △318

投資活動によるキャッシュ・フロー △120,990

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 208,300

長期借入金の返済による支出 △74,913

社債の償還による支出 △10,000

リース債務の返済による支出 △2,412

財務活動によるキャッシュ・フロー 120,973

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △105,119

現金及び現金同等物の期首残高 909,461

現金及び現金同等物の中間期末残高 804,341

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当中間連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ

ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当中間連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当中間連結会計期

間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　なお、収益認識会計基準等の適用による当中間連結会計期間に与える影響額は軽微であります。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当中間連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会

計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、これによる中間連結財務諸表に与える影響はあ

りません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

　新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等は不透明であり、その収束時期等を正確に予想するこ

とは困難な状況にありますが、2021年12月末現在において、会計上の見積りに影響を与えるほどの事象が発生して

いないことから、当社グループの収益力を大きく変化させるほどの影響はないと想定し、固定資産の減損、繰延税

金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。

　従って、当中間連結会計期間末における会計上の見積りは、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮しておりま

せん。
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報告セグメント
その他

（注)１

調整額

（注)２

中間連結財

務諸表計上

額（注)３
売買再販

事業

賃貸管理

事業

リフォーム

事業
計

売上高

 外部顧客への売上高 185,194 302,367 138,805 626,367 4,938 － 631,306

 セグメント間の内部

 売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 185,194 302,367 138,805 626,367 4,938 － 631,306

セグメント利益又は

損失（△）
34,982 62,305 18,436 115,725 3,525 △161,614 △42,363

セグメント資産 206,910 2,958,838 24,390 3,190,139 29,236 1,375,112 4,594,488

その他の項目

 減価償却費 295 42,020 259 42,575 1,381 5,100 49,057

 有形固定資産及び無

 形固定資産の増加額
556 119,300 － 119,856 － 705 120,562

（セグメント情報等）

当中間連結会計期間（自　2021年７月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コインランドリー業務、保

険代理店業務等を含んでおります。

２．調整額は、以下のとおりであります。

① セグメント利益又は損失（△）の調整額△161,614千円は、主に各報告セグメントに配分しない全社

費用であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

② セグメント資産の調整額1,375,112千円は、各報告セグメントに配分しない全社資産であります。全

社資産は主に現金及び預金、本社管理部門にかかる有形固定資産及び投資有価証券等であります。

③ 減価償却費の調整額5,100千円は、各報告セグメントに配分しない全社資産に係る減価償却費であり

ます。

④ 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額705千円は、各報告セグメントに配分していない全

社に係るものであります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「（会計方針の変更）（収益認識に関する会計基準等の適用）」に記載のとおり、当中間連結会計期間の期首か

ら収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、セグメント利益又は損失の算定

方法を同様に変更しています。

　当該変更が報告セグメントの売上高及び利益又は損失に与える影響は軽微であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。
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